
日
曜
日

S
u
n
d
ay
月
曜
日

M
o
n
d
ay
火
曜
日

T
u
es
d
ay
水
曜
日

W
ed
n
es
d
ay
木
曜
日

T
h
u
rs
d
ay
金
曜
日

F
rid
ay
土
曜
日

S
at
u
rd
ay

2
0
1
0

8
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

７
月
の
納
税
な
ど

納
期
限
：
８
月
２
日
(月
)

固
定
資
産
税
･都
市
計
画
税

国
民
健
康
保
険
税
(普
通
徴
収
)
２
期

４
期

国
民
年
金
保
険
料

上
下
水
道
使
用
料

６
月
分

２
期

1581

1692

17103

1811

1912

2013

21

23
24

25
26

27
28

30
31

1

14

6
7

22 29

先
勝

友
引

5
赤
口

4
大
安

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

初
穂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

初
穂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

健
康
ひ
ろ
ば

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
２
階
(1
0:
00
)

ぬ
ま
た
ア
ウ
ト
ド
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
(1
3:
00
)

法
律
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:3
0
～
1
6
:0
0
）要
予
約

社
会
福
祉
協
議
会

1
○22
1
9
9
0

年
金
相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
9:
30
～
12
:0
0、
13
:0
0～
16
:0
0）

田
舎
体
験
ツ
ア
ー

(そ
ば
打
ち
編
)

利
根
町
ほ
か
(1
3:
00
、
～
11
日
)

沼
田
ま
つ
り

本
町
通
り
ほ
か

(1
3:
30
～
22
:0
0)

沼
田
ま
つ
り

本
町
通
り
ほ
か

(1
3:
30
～
22
:0
0)

沼
田
ま
つ
り

本
町
通
り
ほ
か

(1
3:
30
～
22
:0
0)

年
金
相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
9:
30
～
12
:0
0、
13
:0
0～
16
:0
0）

沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

旧
南
郷
小
学
校
(～
９
日
)

田
舎
体
験
ツ
ア
ー

(ト
ウ
キ
ビ
編
)P
ar
t2

利
根
町
ほ
か
(9
:4
5)

市
民
体
育
大
会
(水
泳
の
部
)

市
民
プ
ー
ル
(9
:3
0)

｢2
1
世
紀
の
森
｣野
外
音
楽
祭

県
立
森
林
公
園「
21
世
紀
の
森
」(
11
:0
0)

と
ね
ふ
る
さ
と
風
の
ま
つ
り

老
神
多
目
的
広
場
(1
2:
00
)

市
民
体
育
大
会
(１
日
目
)

市
内
各
会
場

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

仏
滅

仏
滅

先
負

先
負

友
引

大
安

赤
口

先
勝

大
安

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

赤
口

赤
口

大
安

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

大
安

仏
滅

先
負

友
引

地
域
連
携
　
夜
間
小
児
救
急
診
療
室

診
療
日

毎
週
火
曜
日
･木
曜
日
(祝
日
を
除
く
)

診
療
時
間

1
9
:0
0
～
2
2
:0
0

場
所

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

１
階
内
科
外
来
　

1
○23
２
１
８
１

休
日
急
患
診
療
所
(内
科
・
小
児
科
)

診
療
日

日
曜
日
、祝
日

診
療
時
間

1
0
:0
0
～
1
6
:0
0

場
所

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
(６
階
)

1
○24
１
１
９
８

※
駐
車
場
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
の
う
ご
き

平
成
22
年
5月
31
日
現
在
(住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
。)

（
）
内
は
前
月
比

人
口
：
53
,3
11
人
(－
26
人
)
男
：
25
,8
74
人
(－
14
人
)

女
：
27
,4
37
人
(－
12
人
)
世
帯
：
20
,1
97
(＋
12
)

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
3
7
8
- 8
5
0
1
群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
7
8
0

1
０
２
７
８
○23
２
１
１
１
　

5
０
２
７
８
○24
５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

そ
う
だ
ん

と
き
／
と
こ
ろ

家
庭
児
童
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)9
:0
0
～
1
7
:0
0
／
東
原
庁
舎
１
階
家
庭
児
童
相
談
室

1
○22
０
８
７
４

就
業
援
助
相
談

毎
週
火
曜
日
(8
/3
を
除
く
)1
0
:0
0
～
1
2
:0
0
、
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
／
市
役
所
市
民
相
談
室

生
涯
学
習
相
談

毎
週
火
曜
日
9
:0
0
～
1
6
:0
0
／
中
央
公
民
館
学
習
相
談
室

青
少
年
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)8
:3
0
～
1
7
:0
0
／
青
少
年
育
成
相
談
セ
ン
タ
ー

1
○23
５
４
１
１

メ
ー
ル
相
談
：
so
u
d
an
-c
en
te
r＠
n
-n
u
m
at
a-
b
o
e.
g
sn
.e
d
.j
p

沼
田
市
携
帯
サ
イ
ト

右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

葉
月

森林文化都市沼田

Numata City Public Relations

http ://www.city.numata.gunma.jp/

今月の主な内容
■沼田まつり、参議院議員通常選挙■２－３

■国民健康保険、後期高齢者医療■４－５

■児童扶養手当、犬や猫を正しく飼いましょう■６－７

■職員募集、指定管理者募集■８－９

大きくなってね

子どもたちに自然の大切さを学ん
でもらおうと毎年実施されている｢ふ
るさとの魚｣放流促進事業。５月から
６月にかけて、市内７校の児童300
人がヤマメの稚魚を放流しました。
子どもたちは、｢大きくなってね｣と
言いながら、泳いでいく魚を観察し
ていました。

６月３日 「ふるさとの魚」放流促進事業（利根町・泙川）



８
月
３
日(

火)

か
ら
５
日(

木)

の

午
後
１
時
30
分
か
ら
10
時
ま
で「
お

ま
つ
り
広
場
」を
設
置
し
ま
す
。

本
町
通
り

笹
屋
ホ
テ
ル(

下
之
町)

〜
宮
崎
質
店(

上
之
町)

倉
内
通
り

あ
け
ぼ
の
食
堂(

西
倉

内
町)

〜
か
ど
く
わ(

材
木
町)

材
木
町
通
り

池
田
屋(

材
木
町)

〜

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ(

同
町)

中
央
線
沼
高
前
通
り

ス
ズ
ラ
ン
ギ

フ
ト
シ
ョ
ッ
プ(

材
木
町)

〜
茂
木

カ
メ
ラ
店(

東
原
新
町)

坊
新
田
通
り

イ
シ
ザ
ワ(

下
之
町)

〜
生
方
商
店(

坊
新
田
町)

中
央
通
り(

午
後
６
時
〜)

グ
リ
ー

ン
ベ
ル
21(

下
之
町)

〜
桑
寿
園
茶

舗(

材
木
町)

※
市
街
地
で
は
、
交
通
規
制
が
行
わ

れ
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
の

利
用
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
な
ど

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

隣
接
す
る
地
域
は
、
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

東
方
面

十
王
公
園
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼

田
、
市
役
所
東
原
庁
舎
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
、
文

化
会
館
、
利
根
信
本
店

西
方
面

裁
判
所
、
沼
田
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
沼
田
小
学
校
校
庭
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
21
、
サ
ン
モ
ー
ル
鍛

冶
町
店(

第
２
駐
車
場)

※
駐
車
場
内
の
事
故
や
盗
難
な
ど
に

つ
い
て
は
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

今
年
は
、
本
町
通
り(

上
之
町
の

一
部)

と
中
央
線
沼
高
前
通
り
の
南

側
に
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

来
場
者
や
参
加
者
の
接
待
、
放
送

案
内
な
ど
、
運
営
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

と
き

期
間
中(

①
午
後
３
時
〜
６

時
②
午
後
６
時
〜
９
時)

※
都
合
の
つ
く
日
、
時
間
だ
け
で
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
後
日
、
説
明

会
を
行
い
ま
す

申
し
込
み

７
月
15
日(

木)

ま
で
に

沼
田
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
商
工

観
光
課
商
業
振
興
係
へ

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
祭

り
支
度
を
し
た
女
性
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
支
度
の
無
い
人
に
は

法
被
と
帯
を
お
貸
し
し
ま
す
。

申
し
込
み

沼
田
商
工
会
議
所
、
ま

た
は
商
工
観
光
課
商
業
振
興
係
へ

22222222222222222

今
年
も
や
っ
て
く
る
。
心
躍
る
熱
い
夏
。

沼
田
商
工
会
議
所
1
○
１
１
３
７

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係
1
内
線
３
２
５
２

23

お
ま
つ
り
広
場(

歩
行
者
天
国)

露
店
の
出
店
に
ご
協
力
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

天
狗
み
こ
し
の
担
ぎ
手
募
集

臨
時
駐
車
場

日程や交通規制区域、臨時駐車場などは、後日、新聞折り込みチラシでお知らせします。

■
投
票
所
と
投
票
時
間

投
票
所

市
内
35
カ
所

時
間

午
前
７
時
〜
午
後
７
時(

平

川
集
落
セ
ン
タ
ー
と
根
利
集
会
所

は
午
後
６
時
ま
で)

■
投
票
で
き
る
人

平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生

ま
れ
、
今
年
３
月
23
日
以
前
か
ら

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。

※
３
月
24
日
以
降
に
本
市
に
転
入
の

届
け
出
を
し
た
人
は
、
ま
だ
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
転
入
前
の
市
町
村
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

の
市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す

■
住
所
を
移
し
た
人

○
市
内
で
転
居
し
た
人

６
月
５
日
以
降
に
転
居
の
届
け
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
外
へ
転
出
し
た
人

３
月
24
日
以
降
に
他
市
町
村
へ
転

出
し
た
人
は
、
転
出
前
に
本
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
本

市
で
投
票
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票
と
点
字
投
票

体
が
不
自
由
で
字
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
投

票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
記
載
し
投

票
で
き
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
は

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
入
場
券

世
帯
ご
と
に
４
人
ま
で
を
１
組
に

し
た
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。
有
権

者
が
５
人
以
上
の
世
帯
に
は
、
複
数

の
封
筒
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
入
場
券

が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た
場
合

で
も
、
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
に
行
け
な
い
場
合
に
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参

し
て
、
近
く
の
期
日
前
投
票
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
市
役
所
と
各
振
興

局
で
は
、
設
置
期
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所
・
期
間

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

６
月
25
日(

金)

〜
７
月
10
日(

土)

／
白
沢
町
・
利
根
町
振
興
局
ロ
ビ

ー
７
月
５
日(

月)

〜
10
日(

土)

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
不
在
者
投
票

○
他
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
人

投
票
す
る
資
格
が
あ
っ
て
他
市
町

村
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
を
通
じ
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
確
認
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

市
内
施
設(

沼
田
病
院
・
利
根
中
央

病
院
・
内
田
病
院
・
沼
田
脳
神
経
外

科
循
環
器
科
病
院
・
大
誠
苑
・
恵
寿

の
園
・
と
ね
・
愛
宕
老
人
ホ
ー
ム
・

花
の
苑
・
ゆ
う
ハ
イ
ム
・
沼
田
警
察

署)

に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
要

件
を
満
た
せ
ば
、
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

体
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行
け
な

い
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
自
書
で
き
る
人
に
限
り
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
事
前

に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体

幹
・
移
動
機
能
の
障
害
が
１
級
ま

た
は
２
級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸

の
障
害
が
１
級
ま
た
は
３
級
、
肝

臓
・
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１
級

か
ら
３
級
ま
で
と
記
載
の
あ
る
人

▽
戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹

の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症
ま
で
と
記
載
の
あ
る
人

▽
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介

護
状
態
区
分
に
要
介
護
５
と
記
載

の
あ
る
人

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
に
上

肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程
度
が
１
級

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
戦
傷
病
者

手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
た
人
に
よ
る
代
理
記
載
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
７
月
７
日(
水)
ま

で
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

７
月
１
日(

木)

の
朝
刊
に
、
折
り

込
ん
で
各
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。
新
聞
未
購
読
の
人
に
は
、
各
町

区
長
宅
や
下
川
田
町
・
南
郷
地
区
委

員
宅
、
市
役
所
や
各
振
興
局
な
ど
の

市
関
係
施
設
、
沼
田
郵
便
局
、
沼
田

駅
な
ど
に
備
え
置
き
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す

の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票

開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
８
時
30

分
か
ら
沼
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
で

行
い
ま
す
。
投
票
お
よ
び
開
票
結
果

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

city.n
um
ata.gun

m
a.jp)

に
も
掲

載
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

33333333333333333

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
11
日(

日)

投
票
日

公
示
　
６
月
24
日(

木)



国
保
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

度
よ
り
税
率
を
据
え
置
い
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
、
税
率
改
正
を
行
い

ま
す
。
国
保
会
計
を
運
営
す
る
に
当

た
り
財
源
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
平

成
20
年
度
と
平
成
21
年
度
に
は
、
基

金
を
取
り
崩
し
収
支
の
均
衡
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
基
金

残
高
が
わ
ず
か
と
な
り
、
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
財
源
不
足
分
を
確
保

し
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
左
表
の
と
お
り
税
率
改
正(

所

得
割
率
の
引
き
上
げ)

を
行
い
ま
す
。

■
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
保
税
は
、
国
保
で
負
担
す
べ
き

医
療
費
か
ら
国
・
県
の
補
助
金
な
ど

の
歳
入
を
見
込
ん
だ
残
り
の
額
を
医

療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
と
介
護

分
の
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
に
分
け
て
税
率
を

定
め
て
い
ま
す
。

医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
分
の

所
得
割
額
は
、
世
帯
の
国
保
加
入
者

の
前
年
分
総
所
得
金
額
を
、
介
護
分

は
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人(

第

２
号
被
保
険
者)
の
前
年
分
総
所
得

金
額
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
通
知
額
は
、
確
定
し
た
年

税
額
か
ら
仮
算
定
分(

４
〜
６
月)

を

差
し
引
い
た
も
の
で
、
そ
の
差
額
を

７
月
以
降
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
４
期
か
ら
12
期

ま
で
の
９
期
分
を
ま
と
め
て
通
知
し

ま
す
。

■
医
療
費
を
大
切
に

国
保
の
医
療
分
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
る
国
保
税
や
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
の
補
助
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の

国
保
か
ら
の
支
払
額
が
そ
の
ま
ま
税

額
に
反
映
し
ま
す
の
で
、
医
療
費
は

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
特
定
健
診
を
忘
れ
ず
に
受

診
す
る
な
ど
、
毎
日
の
健
康
管
理
に

も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に

ご
協
力
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬

(

先
発
医
薬
品)

と
同
じ
効
果
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。
年
々
増
え
る
医
療
費
を

減
ら
し
自
己
負
担
も
軽
く
な
り
ま
す

の
で
、
医
師
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
め
る
人
は

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
世

帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て

も
、
そ
の
世
帯
内
に
加
入
者
が
い
る

場
合
は
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

■
税
の
軽
減
に
つ
い
て

非
自
発
的
失
業
者(

雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
と
特
定
理
由
離
職

者)

は
、
申
告
に
よ
り
国
保
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

■
支
払
い
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

現
在
、
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

の
世
帯
で
は
、
申
請
に
よ
り
、
支
払

い
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す
。

■
納
め
な
い
で
い
る
と

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
発

送
さ
れ
、
そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い

る
と
短
期
被
保
険
者
証
が
、
納
期
限

か
ら
一
年
間
を
過
ぎ
る
と
資
格
証
明

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月

を
経
過
す
る
と
国
保
か
ら
の
給
付
が

全
部
、
ま
た
は
一
部
差
し
止
め
に
な

り
、
そ
の
後
も
納
め
な
い
で
い
る
と

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら

滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す(

特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
除
く)

。

分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
納
付
方
法
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
３
、
白
沢
町
市
民
課

市
民
係
1
内
線
３
１
、
利
根
町
市
民

課
市
民
係
1
内
線
４
５
へ
。

広報ぬまた 平成22年７月１日

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
健
康
保
険

4

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

区　分

所 得 割 率

資 産 割 率

均 等 割 額

平 等 割 額

課税限度額

5.9％

(4.9％)

21.0％

23,200円

21,800円

500,000円

1.8％

(1.5％) 

6.8％

7,200円

7,000円

130,000円

1.4％

(1.2％)

6.7％

9,300円

5,600円

100,000円

医療分 後期支援分 介護分

区　分

改 正 前

改 正 後

間 　 差

138,400円

150,400円

12,000円

43,100円

46,700円

3,600円

42,200円

44,600円

2,400円

223,700円

241,700円

18,000円

医療分 後期支援分 介護分 合　計

平成22年度　沼田市国民健康保険税率表

※( )内の数字は、改正前税率。介護分は、40歳から64歳の人
が該当(介護第２号被保険者)

※平均世帯は、夫婦２人、課税総所得1,200,000円、課税資産
税54,500円、介護第２号被保険者２人と設定

●平均世帯の場合

保
険
証
に
は
、
被
保
険
者
番
号
や

氏
名
な
ど
の
ほ
か
、
医
療
機
関
で
支

払
う
自
己
負
担
割
合(

１
割
、
ま
た

は
３
割)

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
■

こ
の
割
合
は
、
前
年
中
の
所
得
と
収

入
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

８
月
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で
の
受

診
の
際
に
は
、
新
し
い
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
短
期
被
保
険
者
証

今
年
３
月
31
日
ま
で
の
納
付
状
況

で
、
賦
課
総
額
の
２
分
の
１
以
上
滞

納
し
て
い
る
被
保
険
者
に
は
、
通
常

の
保
険
証
よ
り
も
有
効
期
限
が
短
い

短
期
被
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か
ら
来
年

１
月
31
日
ま
で
で
す
。

特
別
な
事
情
な
ど
で
、
一
時
的
に

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
分
割
納

付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

入
院
し
た
場
合
の
自
己
負
担
限
度

額
は
、
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

市
民
税
課
税
世
帯
の
人
は
、
病
院

で
保
険
証
の
み
を
提
示
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
申
請
に
よ
り「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
病
院
で
提
示
す

る
と
、
入
院
費
や
食
事
代
の
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
・
標
準
負
担
額
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

新
し
い
認
定
証
は
保
険
証
と
同
じ

緑
色
で
、
有
効
期
限
は
８
月
１
日
か

ら
来
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
入
院

し
た
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対

象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
薬
を

変
え
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に

必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

の
説
明
は
、
４
ペ
ー
ジ「
み
ん
な

で
支
え
る
国
民
健
康
保
険
」の
記

事
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
２
、
白
沢
町
市
民
課

市
民
係
1
内
線
３
１
、
利
根
町
市
民

課
市
民
係
1
内
線
４
５
へ
。

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」が
新
し
く
な
り

ま
す
。
保
険
証
は
緑
色
で
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望

し
な
い
人
は
、
市
民
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
７
月
21
日(

水)

ま
で
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
効
期
限
は
、
８
月
１

日
か
ら
来
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
で

所
得
が
少
な
い
人
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
世
帯
主(

同
居
の

親
な
ど)

の
所
得
に
関
係
な
く
、
本

人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期
間
中

に
、
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
10

年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
７
月
か
ら
来
年
６

月
ま
で
で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
市
民
課
戸
籍
年
金
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要

で
す
が
、
次
年
度
以
降
分
を
あ
ら
か

じ
め
申
請(
継
続
申
請)

す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

将
来
的
に
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付

を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者(

自
営
業
者
な
ど)

や
65
歳
に
な
る

ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
希

望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
、
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料

を
納
め
る
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え

て
付
加
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
計
算
式
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
た

り
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を

利
用
し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
へ
の
加
入
を
希
望
す
る

人
は
、
市
民
課
戸
籍
年
金
係
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

１
３
５
、
ま
た
は
渋
川
年
金
事
務
所

1
０
２
７
９

１
６
０
７
へ
。



父
子
家
庭
の
支
給
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
が
、
満
18
歳
の
３
月
31
日(

障
害

が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る
日)

ま

で
の
間
、
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
生

計
が
同
一(

原
則
と
し
て
同
居
し
て

い
る
こ
と)

の
父
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
母
と
生
計
が
別

②
母
が
死
亡

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る

④
母
の
生
死
が
不
明

⑤
そ
の
他(

母
が
子
ど
も
を
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
、
母
が
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
な
ど)

※
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き

や
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と

き
、
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と

き
な
ど
に
は
、
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

手
当
の
額

監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

申
請
者
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

●
基
本
月
額

▽
全
部
支
給

４
万
１
７
２
０
円

▽
一
部
支
給

４
万
１
７
１
０
円
〜

９
８
５
０
円

※
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
場
合
に
は

２
人
目
は
５
０
０
０
円
、
３
人
目

以
降
は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す

手
当
の
支
給

●
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

▽
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件(

離

婚
な
ど)

に
該
当
し
て
い
る
人
は

８
月
分
か
ら
支
給

▽
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に

支
給
要
件
に
該
当
し
た
人
は
、
要

件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

支
給

※
８
〜
11
月
分
手
当
の
支
払
い
は
12

月
に
な
り
ま
す

●
申
請
が
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と

▽
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

※
12
月
分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
は

来
年
４
月
以
降
に
な
り
ま
す

申
請
受
け
付
け

す
で
に
、
父
子
家
庭
と
し
て
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
、
７
月

１
日
か
ら
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
申
請
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸

籍
謄
本

▽
申
請
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
が
含

ま
れ
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

し(

省
略
が
無
い
も
の)

▽
通
帳(

手
当
振
込
先)
の
コ
ピ
ー

▽
年
金
手
帳
・
保
険
証

※
そ
の
他
、
認
定
の
事
由
に
よ
っ
て

は
必
要
と
な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
　

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
５
８
へ
。
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児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
手
当
支

給
対
象
が
母
子
家
庭
、
養
育
者
に
加
え
、
新
た

に
父
子
家
庭
の
父
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
分
か
ら
父
子
家
庭
に
も
支
給
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

手
当
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

認
知
症
の
人
と
上
手
に
付
き
合
う
①

記
憶
障
害

年
と
と
も
に
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ

う
に
な
る
と
、「
自
分
に
も
認
知
症
が

始
ま
っ
た
の
か
」と
心
配
に
な
る
よ

う
に
、
記
憶
障
害
は
認
知
症
に
よ
く

見
ら
れ
る
症
状
で
す
。

通
常
の
物
忘
れ
と
は
違
い
認
知
症

の
記
憶
障
害
で
は
、
体
験
し
た
こ
と

を
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
現

在
か
ら
過
去
に
向
か
っ
て
記
憶

を
失
っ
て
い
く
な
ど
の
特
徴
が

見
ら
れ
ま
す
。

記
憶
に
無
け
れ
ば
事
実
で
は
な

い
心
得
て
お
く
こ
と
は
、「
記
憶

に
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
に
と
っ

て
事
実
で
は
な
い
」と
い
う
こ

と
で
す
。
周
り
の
人
に
と
っ
て

は
真
実
で
も
、
認
知
症
の
人
は

記
憶
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
真

実
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。

毎
回
が
初
め
て
の
つ
も
り

認
知
症
の
人
が
同
じ
話
を
何
度
も

繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
そ
の
た
び
に
話
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
、
毎
回
、
初
め
て
の
つ
も
り

で
話
し
掛
け
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、「
何
度
も
同
じ
話
を
し

な
い
で
」な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
本

人
は「
な
ぜ
、
何
回
も
話
し
た
な
ん

て
う
そ
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
嫌
な
人

だ
」と
拒
絶
し
て
し
ま
い
ま
す
。

同
じ
話
で
も
丁
寧
に
聞
く

同
じ
話
で
も
、「
あ
あ
、
そ
う
」と

丁
寧
に
聞
い
て
あ
げ
て
い
れ
ば
、
穏

や
か
な
状
態
が
続
き
ま
す
。

物
忘
れ
の
た
め
に
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
の
は
、
認
知
症
の
人
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
わ
た
し

た
ち
で
も
同
じ
で
す
。

外
出
の
と
き
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
た
か
ど
う
か
不
安
な
場
合
に

は
、
戻
っ
て
確
認
す
る
は
ず
で

す
。
気
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
た

と
き
、
繰
り
返
し
確
認
す
る
の

は
人
間
の
本
性
で
す
。

「
同
じ
状
態
に
な
れ
ば
、
自

分
で
も
同
じ
こ
と
を
す
る
だ
ろ

う
」と
思
う
こ
と
で
、
認
知
症

の
人
の
気
持
ち
が
分
か
り
、
イ

ラ
イ
ラ
が
軽
く
な
り
ま
す
。

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
う

認
知
症
の
人
の
間
違
い
や
失

敗
を
わ
た
し
た
ち
の「
現
実
」に

合
わ
せ
て
正
そ
う
と
せ
ず
、
そ
の
人

た
ち
が
、
今
、
生
き
て
い
る
世
界
や

目
に
し
て
い
る
風
景
に
思
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
寄
り
添
う

よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
話
に

も
耳
を
傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
１
へ
。

介
護
④

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
も
あ
な
た

の
家
族
で
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て

最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と
が
、
飼

い
主
の
責
任
で
す
。

他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に

責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
に
し
な
い

犬
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
つ
な
い
で

で
飼
う
か
、
お
り
の
中
で
飼
い
ま
し

ょ
う
。
散
歩
の
時
も
、
リ
ー
ド(

引

き
綱)

は
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
環
境
美
化
に
努
め

ま
し
ょ
う

散
歩
の
と
き
は
、
袋
や
シ
ャ
ベ
ル

を
携
帯
し
、「
ふ
ん
」は
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

鳴
き
声
・
悪
臭
に
用
心

無
駄
に
吠
え
な
い
よ
う
に
し
つ
け

ま
し
ょ
う
。
鳴
き
声
な
ど
で
周
り
の

人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

に
適
度
に
運
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に
す

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

犬
・
猫
を
捨
て
な
い

捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分

考
え
て
か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う
。
子
犬

や
子
猫
が
生
ま
れ
て
も
、
育
て
ら
れ

な
い
と
分
か
っ
て
い
る
と
き
は
、
小

さ
な
命
を
大
切
に
し
不
幸
な
動
物
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
飼
い
主
の

責
任
で
避
妊
や
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

動
物
を
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所

な
ど
に
捨
て
る
こ
と
や
虐
待
を
し
た

場
合
は
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

※
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
ま
た
は

傷
つ
け
た
者
は
、
１
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
、
捨
て
た(

遺
棄)

者
は
、
50

万
円
以
下
の
罰
金
で
す

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
責
任
を
持
っ
て
新
し
い
飼

い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
７
、
白
沢
町
市
民

課
保
健
福
祉
係
1
内
線
３
３
、
利
根

町
市
民
課
保
健
福
祉
係
1
内
線
４
２

へ
。

こ
の
計
画
は
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
を
予
防
す
る「
一
次
予
防
」に
重
点

を
置
き
、
市
民
一
人
一
人
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
健
康
で
元
気
な
沼
田

市
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
を
示
し

た
も
の
で
す
。

計
画
書
は
、
健
康
課
、
白
沢
町
・

利
根
町
市
民
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w
w
.city.n

u
m
ata.gu

n
m
a.jp
)

に
も
計
画
の
内
容
が
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
後
、
市
が
行
う
健
康
教
室
な
ど

の
保
健
事
業
で
も
、
計
画
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
へ
。

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

犬
や
猫
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

人権ってなんだろう○55
子どもの権利条約採択
20周年を迎えて

2009(平成21)年11月20日、日本は、国連子

どもの権利条約の採択から20周年を迎えまし

た。この20年間で子どもの人権擁護の理念が

最も浸透し、具体的な取り組みが見えてきた

のは、児童福祉の分野であると思います。

かつては、哀れな境遇に生まれた子どもの

人生は惨めであって当然だ、それを保護して

あげるのだからありがたく思え、という劣等

処遇の考え方が蔓延していました。声を上げ

ることのできない子どもたちは、この社会の

最大の弱者として、片隅でうずくまっていな

ければなりませんでした。

しかし、子どもも一人の人間であり、権利

の主体であるという子ども観に支えられ、子

どもは親の所有物ではない、親の虐待から子

どもを救わなければならない、という考え方

が芽生え始めたのです。

また、親から引き離された子どもたちが暮

らす児童養護施設での子どもの人権状況にも

社会の関心が向けられるようになり、傷つけ

られた子どもの権利回復の重要性が認識され

るようになってきました。

人権とは、人間の尊厳を支える理念です。

誰もが自分の人生の主人公として生きる権利

があります。子どもが、自分の存在を大切な

ものと受け止めて生きられる関係を保障する

こと、子どもの人権救済の目的は、ここにあ

ります。

※人権擁護協力会発行｢人権のひろば｣72号よ
り転載

社会教育課社会教育係1内線３３３４
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■
職
種

▽
一
般
事
務
職

５
人
程
度

▽
一
般
事
務
職(
身
体
障
害
者
対
象
）

若
干
名

▽
保
育
士
職

若
干
名

■
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
職

大
学
卒
業
程
度

昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
人

短
大
卒
業
程
度

昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、短
大
、

ま
た
は
一
定
要
件
を
満
た
す
専
修

学
校
、
各
種
学
校
を
卒
業
し
た
人

高
校
卒
業
程
度

昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校

を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
大
学
入

学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
人

※
す
べ
て
、
来
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む

▽
一
般
事
務
職(

身
体
障
害
者
対
象)

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
６

級
の
人

◇
自
分
で
通
勤
が
で
き
、
介
助
者
無

し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な
人

◇
介
助
者
無
し
で
、
10
ポ
イ
ン
ト
程

度
の
活
字
印
刷
文
に
よ
る
筆
記
試

験
と
口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対

応
で
き
る
人

▽
保
育
士
職

昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士

資
格
の
あ
る
人
、
ま
た
は
来
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

※
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を
有
し
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
人

■
試
験
の
方
法

▽
第
一
次
試
験

９
月
19
日(

日)

▽
試
験
科
目

教
養
試
験(

保
育
士

職
は
専
門
試
験)
、
作
文
試
験
お

よ
び
適
応
性
検
査

※
教
養
試
験
は
、
卒
業
区
分
ご
と
に

内
容
が
異
な
り
ま
す

▽
第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格

者
を
対
象
に
10
月
中
旬
に
面
接
試

験
を
実
施
し
ま
す

▽
合
格
お
よ
び
採
用

第
二
次
試
験

合
格
者
を
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

録
し
、
そ
の
中
か
ら
任
命
権
者
が

採
用
を
決
定
し
ま
す

■
給
与
、
勤
務
条
件
な
ど

試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
手
続
き

▽
試
験
案
内
と
申
込
書
の
請
求

総

務
課
職
員
係
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。
郵
送
で
の
請
求
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▽
提
出
書
類

所
定
の
採
用
試
験
申

込
書
と
受
験
票
、
学
業
成
績
証
明

書
、
障
害
等
確
認
書(

身
体
障
害

者)

、
保
育
士
は
資
格
証
の
写
し
、

ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
証
明
書

▽
提
出
方
法

直
接
、
ま
た
は
郵
送

で
総
務
課
職
員
係
へ

▽
受
付
期
間

７
月
７
日(

水)

か
ら

８
月
６
日(

金)

ま
で
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分(

土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
１
４
へ
。

■
職
種

▽
消
防
士

５
人
程
度

■
受
験
資
格

▽
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
こ
と
▽
昭
和
60
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
身
長
１

６
０
㎝
以
上
、
体
重
50
㎏
以
上
、

胸
囲
が
身
長
の
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上
、
視
力
は
矯
正
視
力
を
含

め
両
眼
で
０
・
７
以
上
、
一
眼
で

０
・
３
以
上
で
色
覚
が
正
常
で
あ

り
、
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ

る
こ
と
▽
採
用
さ
れ
た
場
合
、
利

根
郡
内
か
市
内
に
居
住
で
き
る
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
人

■
給
与
、
勤
務
条
件
な
ど

試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
試
験
の
方
法

▽
第
一
次
試
験

体
力
検
査

と
き

８
月
21
日(

土)

午
前
８
時
30

分
と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

※
第
二
次
試
験
は
適
性
検
査
、
一
般

常
識
、
作
文
。
第
三
次
試
験
は
面

接
。
試
験
日
、
場
所
な
ど
は
試
験

合
格
者
へ
通
知

■
申
込
書
の
請
求
先
・
提
出
先

利

根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
事
務
局(

上
原
町
１
８
０
１-

２
利
根
沼
田
文
化
会
館
４
階)

■
受
付
期
間

７
月
20
日(

火)

か
ら

８
月
６
日(

金)

ま
で
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
本
人
が
持

参(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
�

３
６
９
１
へ
。

市
　
職
　
員

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
職
員

市と利根沼田広域市町村圏振興整備組合では、来年４月１日採用の職員を募集します。

市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－21119

■
施
設
名

沼
田
市
玉
原
野
外
活
動

施
設「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
」

■
指
定
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

指
定
期
間
中
、
安
全

か
つ
円
滑
に
施
設
を
管
理
運
営
で

き
る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

■
業
務
内
容

施
設
の
運
営
と
維
持

管
理
に
関
す
る
業
務
な
ど

■
書
類
配
布

７
月
15
日(

木)

か
ら

30
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

の
間
に
商
工
観
光
課
で
配
布

■
現
地
説
明
会

応
募
書
類
や
業
務

内
容
の
詳
細
説
明
と
施
設
確
認
な

ど
を
行
い
ま
す
。
応
募
予
定
者
は

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

▽
と
き

８
月
26
日(

木)

午
後
２
時

▽
と
こ
ろ

沼
田
市
玉
原
野
外
活
動

施
設「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
」

■
応
募
登
録

８
月
26
日(

木)

か
ら

９
月
３
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
、
申
込
書
を
商
工
観
光
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
９
月
１
日(

水)

の
消
印
有
効

■
書
類
提
出
期
間

９
月
６
日(

月)

か
ら
24
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
に
、
商
工
観
光
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
９

月
22
日(

水)

の
消
印
有
効

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
観

光
リ
ゾ
ー
ト
係
1
内
線
３
２
５
６
へ
。

■
施
設
名

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

■
指
定
期
間

平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

指
定
期
間
中
、
安
全

か
つ
円
滑
に
施
設
を
管
理
運
営
で

き
る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

■
業
務
内
容

施
設
の
運
営
と
維
持

管
理
に
関
す
る
業
務
な
ど

■
書
類
配
布

７
月
26
日(

月)

か
ら

８
月
６
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
の
間
に
農
政
課
で
配
布

■
現
地
説
明
会

応
募
書
類
や
業
務

内
容
の
詳
細
説
明
と
施
設
確
認
な

ど
を
行
い
ま
す
。
応
募
予
定
者
は

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

▽
と
き

８
月
24
日(

火)

午
後
１
時

30
分

▽
と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

■
応
募
登
録

８
月
24
日(

火)

か
ら

９
月
３
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
に
、
申
込
書
を
農
政
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合

は
、
９
月
１
日(

水)

の
消
印
有
効

■
書
類
提
出
期
間

９
月
13
日(

月)
か
ら
24
日(

金)

ま
で
の
平
日
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
に
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
農

政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
の
場
合
は
９
月
22
日(

水)

の
消

印
有
効

詳
し
い
こ
と
は
、
農
政
課
企
画
係

1
内
線
３
２
３
２
へ
。

【
指
定
管
理
者
制
度
】

こ
の
制
度
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
縮
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
が
指
定
す
る
民
間
企
業
な

ど
が
公
共
施
設
の
管
理
を
行

う
も
の
で
す
。

市
で
は
、
来
年
度
か
ら
次
の
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

任期満了に伴い、林義

夫さん(下久屋町・65歳)

が、議会の同意を得て７

月１日付けで再任されま

した。

林さんは、市職員を退

職後、平成17年４月に

収入役就任。平成18年7月に助役就任。平

成19年４月から副市長として、星野市長を

補佐し、市の発展と円滑な行政運営のため、

活躍されています。

本市の監査委員の定数

は、法律で２人と定めら

れており、有識者と市議

会議員から選出され、そ

れぞれ議会の同意を得て

選任されています。

今回、有識者から選任

されていた代表監査委員の�橋政次さんが、

６月12日をもって任期満了を迎え、後任と

して、鴻田武夫さん(材木町・68歳)が６月

13日付けで就任されました。



○
ポ
ン
プ
車
の
部

優
　
勝
　
第
１
分
団
第
１
部
Ａ

準
優
勝
　
第
４
分
団
第
１
部

努
力
賞
　
第
１
分
団
第
４
部
Ａ

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
６
分
団
第
２
部

準
優
勝
　
第
６
分
団
第
３
部

努
力
賞
　
第
４
分
団
第
３
部

第
４
位
　
第
３
分
団
第
２
部

○
ポ
ン
プ
車
の
部

優
　
勝
　
昭
和
村
第
４
分
団

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
４
部

第
３
位
　
第
１
分
団
第
１
部

第
４
位
　
第
４
分
団
第
１
部

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
昭
和
村
第
２
分
団

準
優
勝
　
第
４
分
団
第
３
部

第
３
位
　
第
６
分
団
第
３
部

第
４
位
　
第
６
分
団
第
２
部

第
７
位
　
第
３
分
団
第
２
部

■
個
人
表
彰

○
ポ
ン
プ
車
の
部

３
番
員
　
第
４
分
団
第
１
部

片
野
正
男
さ
ん

※
ポ
ン
プ
車
の
部
９
チ
ー
ム
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
10
チ
ー
ム
が
参
加
。

本
市
か
ら
は
、
市
競
技
会
上
位
入

賞
チ
ー
ム
が
参
加

10

広報ぬまた 平成22年７月１日

総務課消防防災係1内線３３６２

５月16日(日)に市消防団消防ポンプ操法競技会、６月６

日(日)には、利根沼田消防ポンプ操法競技会が、沼田公園

グラウンドで行われました。各競技会の結果は次のとおり

です。

～さらなる頂点を目指して～
利根沼田消防ポンプ操法競技会ポンプ車の部で、準優勝

した第１分団第４部は、８月21日(土)に、県消防学校(前

橋市)で行われる県消防ポンプ操法競技大会に出場します。

商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４商工観光課観光リゾート係1内線３２５４

たんばらラベンダーパークが、６月26日(土)にオー

プンしました。７月中旬から５万株のラベンダーが本

格的な見ごろを迎えます。リゾートセンターでは｢第

13回玉原高原と沼田の四季フォトコンテスト入選作品

展｣を開催しています。

■開園期間　８月29日(日)まで

■入園料　1,000円(小学生以下無料)

■夏山リフト

大人(中学生以上) 片道450円、往復700円

小学生　片道350円、往復600円(未就学児無料)

～市民優待券をご利用ください～

今年も区長を通じて、たんばらラベンダーパーク市

民優待券(入園券４枚つづり)を各世帯１枚ずつ配布し

ます。

たんばらラベンダーパークが、６月26日(土)にオー

プンしました。７月中旬から５万株のラベンダーが本

格的な見ごろを迎えます。リゾートセンターでは｢第

13回玉原高原と沼田の四季フォトコンテスト入選作品

展｣を開催しています。

■開園期間　８月29日(日)まで

■入園料　1,000円(小学生以下無料)

■夏山リフト

大人(中学生以上) 片道450円、往復700円

小学生　片道350円、往復600円(未就学児無料)

～市民優待券をご利用ください～

今年も区長を通じて、たんばらラベンダーパーク市

民優待券(入園券４枚つづり)を各世帯１枚ずつ配布し

ます。

たんばらラベンダーパークが、６月26日(土)にオー

プンしました。７月中旬から５万株のラベンダーが本

格的な見ごろを迎えます。リゾートセンターでは｢第

13回玉原高原と沼田の四季フォトコンテスト入選作品

展｣を開催しています。

■開園期間　８月29日(日)まで

■入園料　1,000円(小学生以下無料)

■夏山リフト

大人(中学生以上) 片道450円、往復700円

小学生　片道350円、往復600円(未就学児無料)

～市民優待券をご利用ください～

今年も区長を通じて、たんばらラベンダーパーク市

民優待券(入園券４枚つづり)を各世帯１枚ずつ配布し

ます。

たんばらラベンダーパークが、６月26日(土)にオー

プンしました。７月中旬から５万株のラベンダーが本

格的な見ごろを迎えます。リゾートセンターでは｢第

13回玉原高原と沼田の四季フォトコンテスト入選作品

展｣を開催しています。
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たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き
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16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円
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16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

たんばらラベンダーパーク行きバス運行のご案内
沼田駅・たんばらラベンダーパーク間の一般乗り合

いバスを運行します。西倉内町交差点北側に停留所を

設置し、北回り環状線を通りラベンダーパークを経由、

玉原センターハウスを終点としています。

■行き先表示　たんばらラベンダーパーク行き

■運行日　７月３日(土)から８月22日(日)までの毎日

■運行時刻

沼田駅発→たんばら着 たんばら発 →沼田駅着

９：40 10：30    10：40 11：30

12：15 13：05       13：10 14：00

14：10 15：00       15：10 16：00

16：15 17：05       17：10 18：00

■運賃(片道) 大人1,000円、小人500円

市
競
技
会
結
果

利
根
沼
田
競
技
会
結
果
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■環境にやさしい下水道
下水道は、皆さんの快適な生活環境を確保し、住みよい町づくりの基盤となるとともに、河川などの水質汚染を防ぎ

ます。

■水洗化は３年以内に
下水道が使用できるようになった区域では、３年以内にくみ取り便所を水洗便所にすることが、また、浄化槽を使用

している場合は、速やかに下水道に接続することが、建物所有者に義務付けられています。

なお、家屋の新築以外で市から水洗便所改造資金を借り入れる場合は、工事１件につき40万円以内(実際に掛かる金

額)の無利子の貸し付けを受けられます。

■申し込みは指定工事店へ
市の指定工事店は、排水設備の申請や資金借り入れの申請手続き、施工までを市の指導と検査を受けながら責任を持

って行います。

できるだけ早めに切り替え工事をご検討ください。

下水道への積極的な接続をお願いします 上下水道課1○24８８１１

募集期限 ８月31日(火)

無事故無違反チャレンジ期間 ９月23日(木)から12月31日(金)までの100日間

参加資格 ◇県内に居住し、自動車などを運転する人で構成した３人１組のチーム◇３人のうち１人以上は９月23

日(木)現在で65歳以上の人◇チームリーダーは65歳以上の人◇９月23日(木)より前の違反・事故歴は問いません

※各チームで無事故無違反を目指すために交通安全に向けた取り組みを行うこと(地域の交通安全教室に参加、夜間

に反射材の着用、早めのライト点灯など)

参加費 無料

応募方法 参加申込書(環境生活課生活係、白沢町・利根町市民課、各地区公民館などにあります)に必要事項を記入

し、県交通政策課しあわせドライブ係(〒371-8570前橋市大手町１-１-１)へ

詳しいことは、同係1０２７(２２６)２３８８へ。

○高齢者の交通事故防止

高齢者が出掛けるときは、自動車などに十分注意するよう｢声掛け｣を

しましょう。また、夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい色の服装

や反射材を着用しましょう。

○飲酒運転の根絶

運転者・同乗者は、飲酒運転の危険性と反社会性を認識し、飲酒運転

を絶対にしない、させない固い決意を持ちましょう。

○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

運転者は、自らがシートベルトを正しく着用するとともに、同乗者(助

手席・後部座席)にも正しく着用させましょう。また、幼児、児童を同乗

させるときは、子どもの発育に応じたチャイルドシートやジュニアシー

トを正しく使用しましょう。

交通ルールを守り、交通事故の無い明るい社会づくりに努めましょう。

詳しいことは、環境生活課生活係1内線７７３５１へ。

｢第４回高齢者しあわせドライブ100｣の参加者を募集します
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「
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
え
る
こ
と

が
一
番
の
魅
力
で
す
ね
。
読
み
聞
か

せ
に
来
て
く
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

が
小
学
校
で
青
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
に
入

り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
で
発

表
し
た
り
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
、

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
何
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
肌
で
感
じ
ら
れ

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」

昭
和
63
年
結
成
の
し
ら
さ
わ
赤
り

ん
ご
お
は
な
し
会
の
会
長
を
務
め
る

鳥
山
さ
ん
。
同
会
は
、
定
例
会
や
ス

ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
白
沢
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
る
。
会
員
は
14
人
。

「
み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、

母
で
あ
り
、
主
婦
で
す
の
で
、
忙
し

い
で
す
が
、
協
力
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
よ
。
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
た
ら
、
き
っ
と
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
」

今
月
10
日
、
21
回
目
の
サ
マ
ー
ス

ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
を
控
え
、
練

習
や
準
備
も
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

「
人
形
劇
や
大
型
紙
芝
居
を
上
演
し

ま
す
。
会
員
が
台
本
を
書
い
た
り
、

色
を
塗
っ
た
り
し
て
、
４
月
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

今
後
も
、
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
話
す
鳥
山
さ
ん
。

「
も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
場
所

へ
行
っ
て
、
読
み
聞
か
せ
を
広
げ
た

い
で
す
。
会
員
み
ん
な
が
楽
し
む
こ

と
で
、
読
書
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

203

しらさわエコキッズクラブ（会員数28人） 代表サポーター 阿部 倫典さん
（連絡先1○53 2333）

平成12年１月、環境に興味のある子
どもたちを中心としたグループ、｢し
らさわエコキッズクラブ｣が発足しま
した。自分たちが暮らす地域の自然環
境や生活環境をより良くするため、ご
み問題を大きなテーマとしてサポータ
ーと一緒に活動しています。楽しみな
がら環境の勉強ができることが魅力で
す。ポイ捨て＆不法投棄禁止看板の作
製と設置、ふるさと夕涼み会では、廃
油を使ったたろうそく作りなど、いろ
いろな環境活動に取り組んでいます。

子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る
姿
を

肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね

昨年のサマースペシャルおはなし会

しらさわ赤りんごおはなし会
会長

さん(白沢町高平)鳥山 洋子
Yoko Toriyama

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ
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６月６日(日)

青空の下、元気にウオーキング
第41回市民体力づくり歩け歩け運動大会

６
月
13
日(

日)

大
切
な「
命
」を
守
る
た
め
に防

災
・
防
犯
フ
ェ
ア

今年で41回目となるこの大会には、早朝
から総勢311人の参加者が集まり、升形小学
校を発着点とする約6.0キロメートルのコー
スを、自分たちのペースで元気に歩きました。
歩き終えた参加者全員には記念バッジが贈ら
れるなど、さわやかな一日となりました。

６月20日(日)

大きく元気に育って
ブナ幼木移植・自然観察会

利根沼田自然を愛する会は、玉原高原のブ
ナ林を再生するため、幼木移植を行いました。
今年で10回目となる移植作業には、市民や
尾瀬高校の生徒などおよそ50人が参加。そ
の後、会員が案内役となり自然観察会も行わ
れました。

市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
然
災
害
体
験
車
に

よ
る
土
石
流
と
火
砕
流
を
３
Ｄ
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
用
し
て
救
急
車
や
パ
ト
カ
ー

な
ど
と
一
緒
に
記
念
撮
影
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
防
犯
ク

イ
ズ
、
は
し
ご
車
や
消
防
車
の
放
水
体
験
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
ま
た
、
防
災
講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。



流
れ
る
プ
ー
ル
や
ウ
オ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
で
思
い
切
り
楽
し
も
う
！

利
用
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
７
月
21
日

(
水)
〜
８
月
24
日(

火)

午
前
10
時

〜
午
後
５
時

無
料
開
放
日

▼
７
月
10
日(
土)

午
後
１
時
〜
５
時

▼
８
月
８
日(
日)
の
市
民
体
育
大
会

(

水
泳
の
部)

終
了
後
、
午
後
２
時

ご
ろ
〜
５
時

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
1
�
７
３
７
３
、
ま
た
は

体
育
課(

市
民
体
育
館
内)

1

９
４

４
４
へ
。

さ
わ
や
か
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り

と
高
原
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏
を
聴
き
、
懐
か

し
い
ポ
ッ
プ
ス
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

と
き

７
月
19
日(

月)

午
前
11
時

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ

ー
ク

参
加
費

無
料

※
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
入
場
料
と
リ

フ
ト
利
用
料
は
、
別
途
必
要

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
観
光

リ
ゾ
ー
ト
係
1
内
線
３
２
５
４
、
ま
た

は
市
音
楽
協
会
1

２
９
７
６
へ
。

懐
か
し
い「
黄
金
バ
ッ
ト
」や「
み

つ
ば
ち
マ
ー
ヤ
」な
ど
の
紙
芝
居
作

品
の
ほ
か
、
幻
燈
機
用
ガ
ラ
ス
絵

(

幻
燈
絵)

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

７
月
26
日(

月)

か
ら
８
月
13

日(

金)

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

と
こ
ろ

白
沢
公
民
館
３
階
展
示
室

入
場
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
教
育
支

所
1

２
２
９
１
へ
。

と
き

７
月
23
日(

金)

午
後
１
時
30

分
と
こ
ろ

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ

ー
会
議
室(

下
川
田
町)

※
現
地
集
合

内
容

下
水
道
の
仕
組
み
、
下
水
・

処
理
水
な
ど
の
観
察

定
員

15
組(

先
着
順)

対
象

利
根
・
沼
田
地
区
在
住
の
親

と
子
と
友
達(

小
中
学
生)

申
し
込
み

７
月
14
日(

水)

ま
で
に

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

�
５
２
６
１
へ
。

７
月
上
旬
以
降
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

園
が
オ
ー
プ
ン
し
、
８
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
が
楽
し
め

ま
す
。
天
候
や
地
域
に
よ
っ
て
開
園

期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
園
に

確
認
の
上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
ふ
る
さ
と

館
1
�
１
３
０
０
へ
。

14
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お
知
ら
せ

７
月
10
日(

土)

午
後
１
時
オ
ー
プ
ン

み
ん
な
で
行
こ
う
市
民
プ
ー
ル
へ

歌
の
森
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ

県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
提
供

紙
芝
居
展
開
催

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

よ
み
が
え
る
水
夏
休
み
親
子
教
室

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
が
開
園
し
ま
す

７月17日(土)

８月７日(土)

７月・８月

「じごくのそうべい」

「くれよんくろくん」

とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや

片野　博
ひろ

斗
と

くん（２歳10カ月）

食べることが大好きなひろく
ん。好き嫌い無く、何でも食べ
られます。兄のはるとくんとは、
三輪車や追いかけっこ、水遊び
などで元気に遊びます。家族思
いで、ちょっぴり泣き虫な、心
優しい男の子です。(戸鹿野町)

電話番号は、
市　役　所 23 ２１１１
白沢町振興局 53 ２１１１
利根町振興局 56 ２１１１

第17回

白沢ふるさとまつり
とき ７月25日(日)午後２時～４時

ところ 道の駅｢白沢｣内おまつり広場

内容 町内各地区みこしの共演、地域

特産物や飲食物の提供など、楽しい

イベントが盛りだくさんです

白沢町総務課総務振興係1内線１３

新
築
や
増
築
し
た
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
に

市
職
員
が
家
屋
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
店
舗
や
住
宅
を
ほ

か
の
用
途
に
変
更
し
た
場
合
も
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
６
へ
。

市
で
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
男
女
共
同

参
画
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
調
査
用
紙
が
送
付
さ
れ

た
人
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

７
月
12
日(

月)

詳
し
い
こ
と
は
、
交
流
推
進
課
協

働
推
進
係
1
内
線
７
６
２
１
２
へ
。

昨
年
、核
廃
絶
を
訴
え
た
演
説
で
、

米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
最
近
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
核
軍
縮
に
向
け
て
世
界
が
少

し
ず
つ
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
集

め
ま
す
の
で
、
核
な
き
平
和
な
世
界

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ

核
兵
器
な
き
世
界
を

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
す
べ
て
献

血
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
内
の
献
血

に
よ
っ
て
確
保
す
る
体
制
を
目
指

し
、
全
国
一
斉
に「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
６
へ
。

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
と

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人(

慰
労

給
付
金
受
給
者
は
除
く)

に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

請
求
期
限

来
年
３
月
31
日

※
請
求
書
は
、
社
会
福
祉
課(

東
原

庁
舎
１
階)

の
窓
口
に
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
社

会
係
1
内
線
７
７
２
４
２
、
ま
た
は

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
1

０
３(

５
２
５
３)

５
１
８
２
へ
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
、
７

月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全
国
一
斉

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運

動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
理
解
促
進
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
就
労
支
援
を
重
点
目
標

に
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。

沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
７
月

19
日
の「
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
日
」

に
関
連
し
て
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き

７
月
26
日(

月)

午
前
９
時
〜

９
時
30
分

と
こ
ろ

金
剛
院(

坊
新
田
町)

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
ユ
ネ
ス
コ

協
会
事
務
局(

社
会
教
育
課
内)

1
内

線
３
３
３
４
へ
。

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す

７
・
８
月
は

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
君
の
声
を
聴
か
せ
て
〜

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
・

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

７
・
８
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

7月5.12.19.26.30日／
８月2.9.16.23.27.30日　

８月の巡回移動図書の日程
８月 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校31日（火）

26日
（木）

25日
（水）

24日
（火）

20日
（金）

19日
（木）

18日
（水）

12日
（木）

17日
（火）

11日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

15 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111



と
き

10
月
17
日(
日)
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ

高
崎
経
済
大
学(
高
崎
市

上
並
榎
町
１
３
０
０
番
地)

受
験
料

８
５
０
０
円

申
込
用
紙
の
配
布
・
申
込
期
間

８

月
２
日(

月)

〜
31
日(

火)

受
付
窓
口

上
下
水
道
課
下
水
道
係
、

ま
た
は
白
沢
町
産
業
建
設
課
上
下

水
道
係
、
利
根
町
建
設
上
下
水
道

課
上
下
水
道
係

詳
し
い
こ
と
は
、
上
下
水
道
課
下

水
道
係
1

８
８
１
１
へ
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
資
格

の
有
効
期
限
が
５
年
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
19
年
度
以
前
に
資
格
を

取
得
し
た
責
任
技
術
者
の
人
は
、
本

改
正
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て
講
習

の
受
講
が
必
要
と
な
り
、
平
成
24
年

ま
で
に
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
が
失

効
さ
れ
ま
す
の
で
、
資
格
更
新
の
状

況
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

免
状
番
号
２
８
５
１
番
〜

４
３
５
０
番
、
前
年
度
対
象
者
で

未
受
講
の
人(

対
象
者
に
は
、
下

水
道
協
会
県
支
部
か
ら
自
宅
へ
関

係
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す)

申
し
込
み

７
月
30
日(

金)

ま
で
に

下
水
道
協
会
県
支
部
へ

受
講
日

８
月
27
日(

金)

、
ま
た
は

９
月
24
日(

金)

※
免
状
番
号
が
２
８
５
１
番
よ
り
前

で
、
未
受
講
の
責
任
技
術
者
が
い

る
場
合
は
、
上
下
水
道
課
下
水
道

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1

８
８

１
１
、
ま
た
は
下
水
道
協
会
県
支
部

事
務
局
1
０
２
７(

３
２
１)

１
２
６

３
へ
。

発
明
く
ふ
う
意
欲
の
向
上
を
目
的

に
、発
明
く
ふ
う
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
ア
イ
デ
ア
を
形

に
し
て
、
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

小
学
生
以
上
の
市
民

申
し
込
み

９
月
１
日(

水)

ま
で
に

商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
へ

○
第
42
回
発
明
く
ふ
う
展

と
き

９
月
23
日(

木)
か
ら
30
日(

木)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
展
示
ホ
ー
ル

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

「
地
域
で
取
り
組
む
地
球
温
暖
化

防
止
」を
テ
ー
マ
に
、
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

12
月
に
は
、
表
彰
式
と
作
品
展
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

応
募
作
品

一
人
１
点
。
自
作
で
未

発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
資
格

高
校
生
以
上
の
市
民

申
し
込
み

９
月
13
日(

月)

ま
で
に

所
定
の
応
募
用
紙
で
環
境
生
活
課

環
境
係
へ

応
募
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
、

東
原
庁
舎
な
ど
の
市
有
施
設

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
３
７
２
へ
。

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
市
内
の
主
な
公
有
施

設
を
巡
る「
親
子
施
設
見
学
会
」を
実

施
し
ま
す
。
親
子
の
触
れ
合
い
を
深

め
な
が
ら
、
楽
し
い
一
日
に
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き

７
月
29
日(

木)

・
30
日(

金)

の
２
回
、
午
前
８
時
45
分
市
役
所

集
合
・
見
学
開
始
、
午
後
３
時
市

役
所
帰
着
・
解
散
予
定

見
学
コ
ー
ス(

予
定)

市
役
所→

市

庁
舎→

中
央
消
防
署→

沼
田
警
察

署→

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た(

森
林

の
館)

〈
昼
食
〉→

清
掃
工
場→

市
役

所
※
移
動
は
、
市
有
バ
ス
を
利
用
し
ま
す

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
で
、
全
コ
ー
ス
見
学
可
能

な
人(

必
ず
保
護
者
同
伴
で
。
幼

児
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い)

定
員

１
回
に
つ
き
12
組
24
人(

定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り)

参
加
費

無
料(

昼
食
は
、
各
自
で

用
意
。
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
を

利
用
し
ま
す
）

申
し
込
み

７
月
12
日(

月)

か
ら
電

話
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
２
５
へ
。
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お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
共
通
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
更
新
講
習

募
　
　
集

夏
休
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

発
明
く
ふ
う
作
品
募
集

地
球
温
暖
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
募
集

親
子
施
設
見
学
会

ふれあい福祉センター

８月の休館日
２．９．16．23．30日
1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
と　き ７月９日(金)・８月10日(火)

午前10時～11時30分
内　容 血圧測定・握力測定

栄養相談(７月のみ)

大坪　凜
りん

太
た

郎
ろう

くん（３歳）

おじいちゃんが作ってくれた
庭の砂場やブランコで、大好き
なりりかお姉ちゃんと仲良く遊
ぶりんたろうくん。仮面ライダ
ーのような、格好いい正義の味
方になるため、毎日、パパとの
特訓は欠かせません。(沼須町)

自
然
の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

７
月
17
日(

土)

午
前
９
時
30

分
〜
正
午(

午
後
は
、
参
加
者
無

料
開
放)

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

種
目

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

②
各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ(

タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
、
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
、

輪
投
げ)

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

定
員

50
人

講
師

市
体
育
指
導
委
員

そ
の
他

用
具
は
主
催
者
で
用
意

申
し
込
み

７
月
13
日(

火)

ま
で
に

電
話
で
体
育
課(

市
民
体
育
館
内)

へ詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
1

９
４

４
４
へ
。

と
き

８
月
８
日(

日)

対
象

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
親

子
、
寡
婦

※
親
だ
け
、
子
だ
け
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん

定
員

１
３
５
人

参
加
費

大
人
６
０
０
０
円(

母
子

会
員
は
５
５
０
０
円)

、
中
・
高

校
生
４
０
０
０
円
、
小
学
生
・
幼

児(

４
歳
以
上)

３
０
０
０
円
、
幼

児(

４
歳
未
満)

１
０
０
０
円

申
し
込
み

７
月
15
日(

木)

か
ら
参

加
費
を
添
え
て
母
子
会
事
務
局

(

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
、

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
白
沢
支

所
、
利
根
支
所)

へ

※
15
日(

木)

と
16
日(

金)

は
、
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
受
け
付

け
　

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
内

線
７
７
２
５
８
へ
。

と
き

８
月
12
日(

木)

午
前
９
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

利
根
実
業
高
校

講
座

そ
ば
う
ち
体
験
／
森
林
体
験

／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作

対
象

利
根
沼
田
地
区
在
住
の
小
中

学
生
と
保
護
者

参
加
費

１
０
０
０
円(

材
料
費)

定
員

各
講
座
20
人(

先
着
順)

申
し
込
み

７
月
15
日(

木)

か
ら
30

日(

金)

ま
で
に
電
話
で
利
根
実
業

高
校
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
校
1

１
１

３
１
へ
。

学
校
を
訪
問
し
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
な
が
ら
児
童
・
生
徒
の

福
祉
体
験
学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

①
７
月
26
日(

月)

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
②
８
月
10
日

(
火)

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

講
習
・
実
技(

車
い
す
の
介

助
方
法
・
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど)

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い

対
象

福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
が
で
き
、
２
日
間
と
も
参

加
で
き
る
人

受
講
料

無
料

申
し
込
み

７
月
16
日(

金)

ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。
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お
や
こ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

小
中
学
生
夏
休
み

利
根
実
お
も
し
ろ
体
験
講
座

福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん

夏
休
み
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ

山崎　航
こう

汰
た

くん（３歳）

こうちゃんは、散歩が大好
き。

いろいろな生き物や変わっ
た形

の石などを探して遊びます
。最

近は、お兄ちゃんと一緒に
サッ

カーや縄跳びにもチャレン
ジ。

とにかく明るく活発で、元
気い

っぱいの男の子です。(薄
根町)

のびのび学級育児教室
お子さんと一緒にスキンシップを図りながら、仲間

づくりをしませんか。

※時間は、午前10時～11時30分(10月は午後２時まで)

ところ 利根保健福祉センター

対象 市内在住の１歳から入園前までの幼児と保護者

参加費 無料

定員 20組(先着順)

申し込み ８月18日(水)までに

利根町市民課保健福祉係へ

詳しいことは、同係1内線４３へ。

とき
①
②
③
④
⑤

８月26日(木)
９月16日(木)
10月14日(木)
11月11日(木)
12月 ９日(木)

お友達になりましょう
たのしい工作
簡単おやつをつくろう
からだを動かそう
クリスマス会

内容



利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
適
切
に
応
急
手
当
て
が
で
き
る

よ
う
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入
れ
た
個

人
向
け
の
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

８
月
22
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午(

８
時
30
分
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防

署
定
員

20
人(

先
着
順)

申
し
込
み

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
に
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ(

電
話
申
し
込
み
、
土
・
日

曜
日
も
可)

締
め
切
り

８
月
20
日(

金)

※
実
技
中
心
の
た
め
、
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署

1

１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２

３
０
０
、
西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

ま
た
は
北
消
防
署
1

４
３
４
９

へ
。

入
居
資
格

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
て
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人(

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す)

申
し
込
み

７
月
15
日(

木)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
を
県
住
宅
供
給
公
社

へ
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内

県
住
宅
供

給
公
社(

前
橋
市
紅
雲
町)

、
県
土

木
事
務
所
、
市
町
村
役
場
で
配
布

そ
の
他

入
居
者
は
抽
選
で
選
定

※
募
集
団
地
な
ど
は
、
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
県
住
宅
供
給
公

社
1
０
２
７(

２
２
３)

５
８
１
１
へ
。

自
衛
官
・
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
女

航
空
学
生

高
卒(

見
込
み
を
含
む
）

21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

８
月
１
日(

日)

〜
９
月

10
日(

金)

募
集
説
明
会

と
き

７
月
27
日(

火)

午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会

議
室

※
試
験
日
や
試
験
会
場
は
、
自
衛
隊

沼
田
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
�

４
１
１
１
へ
。
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募
　
　
集

普
通
救
命
講
習
会

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

自
衛
官
等
採
用
試
験

親と子の楽しい食育教室

食事は、心と体の栄養です。健康な体をつくるに

は、毎日の食事がとても大切です。親子で料理を楽

しみながら、普段の食事を見直してみましょう。

とき ８月７日(土)午前10時～午後１時

対象 市内在住の幼児・小学生と保護者

定員 15組30人(先着順)

参加費 保護者500円・子ども100円

講師 食生活改善推進員

保健福祉センター開催分

ところ 同センター３階調理実習室

申し込み・問い合わせ 健康課保健係1内線７６２

０５へ

白沢町振興局開催分

ところ 白沢創作館

申し込み・問い合わせ 白沢町市民課保健福祉係1

内線３３へ

利根町振興局開催分

ところ 利根保健福祉センター

申し込み・問い合わせ 利根町市民課保健福祉係1

内線４２へ

とき ７月31日(土)午前10時～午後１時

ところ 保健福祉センター３階調理実習室

参加費 300円(家族の分を作る場合は、１人分につ

き大人300円、子ども200円が別に必要です)

定員 16人(先着順)

対象 市内在住で２～６歳(就学前)の子を持つ父親

申し込み ７月５日(月)から沼田恵保育園子育てセ

ンターチャイルドハウスめぐみへ

※お弁当ができるまで、遊びながら待てる部屋を用

意します

詳しいことは、チャイルドハウスめぐみ1○24４１
６３、または社会福祉課子育て支援係1内線７７２

５８へ。

お父さんのためのお弁当教室
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子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に

目
を
向
け
る
と
、
心
の
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
人
と

触
れ
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
や
家
庭
の
教
育
力
向
上
で
す
。

初
級
講
座
は
、
よ
り
良
い
人
間
関

係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
的
な
理
論

や
技
法
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
学

び
ま
す
。

と
き

左
表
の
と
お
り(

計
10
回)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

ほ
か

定
員

15
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
実
費)

講
師

利
根
沼
田
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
会
員

修
了
証

日
程
の
７
割
以
上
を
受
講

し
た
人
に
、
修
了
証
を
授
与

※
修
了
者
は
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
主
催
の
指
導
者
養
成
講
座
の
受

講
資
格
が
取
得
で
き
ま
す

申
し
込
み

８
月
13
日(

金)

ま
で
に

電
話
で
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

へ詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
４
へ
。

基
礎
講
座

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
現
状
と
問
題
、

各
種
ネ
ッ
ト
遊
び
サ
イ
ト
体
験
実

習
、
実
践
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
指
導

と
き

７
月
26
日(

月)

・
27
日(

火)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

実
技
講
座

実
践
方
式
で
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
会
参
加

と
き

９
月(

実
施
予
定)

上
級
講
座

最
近
の
子
ど
も
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
遊
び
の
傾
向
と
問

題
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
原
理
と

今
後
の
発
展
動
向

と
き

12
月
〜
１
月(

実
施
予
定)

各
講
座
共
通

と
こ
ろ

県
庁
１
０
１
会
議
室

受
講
料

無
料

定
員

20
人
程
度(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選)

募
集
期
限

７
月
16
日(

金)

申
し
込
み

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
を
明

記
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
県
生
活
文
化
部

少
子
化
対
策
・
青
少
年
課
青
少
年

育
成
係
〒
３
７
１-

８
５
７
０
前

橋
市
大
手
町
１
丁
目
１-

１
、
フ

ァ
ク
ス
０
２
７(

２
２
６)

２
１
０

０
、
Ｅ
メ
ー
ルshoushikaka@

pr

ef.gunm
a.jp

へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
０
２
７

(

２
２
６)

２
３
９
３
へ
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

資
料
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

８
月
31
日(

火)

詳
し
い
こ
と
は
、
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７(

２
３
０)

１
０
８
５
へ
。

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級

講
座

県
子
ど
も
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

家庭教育カウンセリング初級講座日程

９月 ７日(火)

月日 講座内容

開講式・オリエンテーション
｢子どもの心を育てる｣

｢親子関係を学ぶ｣
閉講式

｢グループエンカウンター・人間関係づくり｣

｢子どもの心を理解する(その考え方と進め方)｣

｢心の問題の理解と援助｣

｢カウンセリングの考え方・進め方｣

カウンセリング実習

カウンセリング実習

｢自分の心を知る｣

｢子育て支援を考える｣

11月 ９日(火)

９月14日(火)

９月21日(火)

９月28日(火)

10月 ５日(火)

10月12日(火)

10月19日(火)

10月26日(火)

11月 ２日(火)



多
重
債
務
相
談
窓
口

○
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1

１

５
０
０(

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

○
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

平
日

1
０
２
７(

２
２
３)

３
０
０

１(

午
前
９
時
〜
午
後
５
時)

土
・
日
曜
日(

電
話
の
み)

1
０
２

７(

２
２
６)

２
２
６
６(

午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時)

○
関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事
務
所

1
０
２
７(

２
２
１)

４
４
９
５(

午

前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
30
分)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

詳
し
い
こ
と
は
、
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
1

１
５
０
０
へ
。

と
き
・
と
こ
ろ

７
月
26
日(

月)

・

27
日(

火)

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
／

28
日(

水)

白
沢
町
振
興
局
２
階
保

健
指
導
室
／
29
日(

木)

保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル
／
30
日

(

金)

利
根
町
振
興
局
ロ
ビ
ー

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
予
約
不
要

※
市
役
所
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
午
前
10
時
30
分
と
午
後
１
時

30
分
に
説
明
会
も
開
催
し
ま
す

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

受
信
相
談
地
域
専
用
電
話

1
０
２

７(

２
０
２)

１
１
０
０

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
９
時
〜

午
後
６
時

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
省
群
馬
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
1
０

２
７(

２
８
０)
５
２
５
０
へ
。

認
知
症
の
予
防
は
、
日
常
生
活
の

小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
多
く
な

り
心
配
」、「
ど
ん
な
状
態
か
ら
、
認

知
症
と
呼
ぶ
の
」と
気
に
な
る
人
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
５
日(

木)

①
午
前
10
時

②
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

相
談
室

申
し
込
み

事
前
に
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
３
へ
。

眠
れ
な
い
、
不
登
校
、
育
児
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

毎
月
第
１
金
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
保

健
福
祉
事
務
所

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
保
健

係
1

２
１
８
５
へ
。

家
族
を
自
死
に
よ
り
失
っ
た
遺
族

が
、
悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で

き
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

と
き

毎
月
第
１
火
曜
日
午
前
９
時

〜
正
午

と
こ
ろ

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

０
２
７(

２
６
３)

１
１
６
６
へ
。

と
き

７
月
26
日(

月)

午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

相
談
内
容

相
続
・
遺
言
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
な
ど
の
取
り
決
め
、

金
銭
貸
借
、
土
地
・
建
物
賃
貸
借
、

任
意
後
見
契
約
な
ど
の
公
正
証
書

に
よ
る
作
成

※
相
談
無
料(

公
証
人
が
相
談
、
秘

密
厳
守)

申
し
込
み

７
月
22
日(

木)

ま
で
に

前
橋
公
証
役
場
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
役
場
1
０
２

７(

２
２
３)

８
２
７
７
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
木
内
栄
一(

石
墨
町)→

３
万
円
▽

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部(

西
倉
内

町)→

３
万
５
７
０
０
円
▽
沼
田
茶

道
会(

東
原
新
町)→

10
万
円
▽
沼
田

社
交
ダ
ン
ス
研
究
会(

恩
田
町)→

６

万
円

20

広報ぬまた 平成22年７月１日

相
　
　
談

貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

〜
借
金
の
返
済
は
一
人
で
悩
ま
ず

早
め
に
ご
相
談
を
〜

も
の
忘
れ
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
相
談

公
証
相
談

自
死
遺
族
相
談

地
デ
ジ
相
談
会

���
���

月
火
水
木
金
土･日

ピロリ菌と胃
急性胃炎と慢性胃炎
血尿
オシッコの出が悪い
食道静脈瘤
盲腸・虫垂炎

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。
８日(木)小児科・眼科です。午後７時30分から
９時まで。

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

http://www.raijin.com/kenko/

篤
　
志
（敬称略）

21 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

保健ガイド ８月

健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４３

問い合わせ先：

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

８月３日(火)

８月24日(火)

８月２日(月)
８月７日(土)
８月16日(月)
８月23日(月)

８月18日(水)

８月５日(木)

午前９時30分～９時50分

午前10時～10時20分

午前10時～10時30分

午前10時～正午
午後１時～３時30分
午前10時～11時30分
午前８時30分～午後４時
(予約制)

午前８時30分～11時30分

午後０時45分～１時
(予約制：定員16人)

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時30分
午前９時30分～11時

利根保健福祉センター

白 沢 創 作 館

保健福祉センター
保健福祉センター
利根保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

月～金曜日
（祝日を除く）

４ カ 月 児
1 0 カ 月 児
１歳６カ月児
３ 歳 児
こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児

10 カ 月 児

１歳６カ月児
３ 歳 児
エンゼルクラブ
わんぱくクラブ
２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

16～69歳(65歳以上の人は、60～64歳
の間に献血経験がある人に限ります)

健
康
診
査

育
児
相
談

健
康
診
査

育児
相談

■対象：全域

■対象：本庁・白沢町管内

■対象：利根町管内

妊娠届出書を持参してください

対象：初めて出産を迎える妊婦
申込期間:７月30日(金)まで

禁煙意志がある喫煙者および家族など

８月11日(水)
８月10日(火)
８月31日(火)
８月17日(火)
８月25日(水)
８月６日(金)

平成22年３月25日～４月20日生まれ
平成21年９月21日～10月10日生まれ
平成21年10月11日～10月31日生まれ
平成20年12月13日～平成21年１月15日生まれ
平成19年４月20日～５月17日生まれ
乳児(１歳未満)

平成22年３月17日～５月18日生まれ
平成21年９月～10月生まれ
平成21年１月～２月生まれ
平成19年７月～８月生まれ
乳幼児

８月の２歳児歯科相談はお休みです

８月のわんぱくクラブ、２歳児歯科相談はお休みです

寛か
ん

保ぽ

２(

１
７
４
２)

年
、
沼
田
の
土
岐
治
世

の
初
代
と
な
る
老
中
土と

岐き

頼よ
り

稔と
し

公
は
、
駿
河
国

す
る
が
の
く
に

(

静
岡
県)

田
中
城
よ
り
３
万
５
千
石
を
領
し
て

沼
田
藩
主
と
な
っ
た
。
石こ

く

高だ
か

の
一
部
、
１
万
４

千
石
は
、
遠
く
美
作
国

み
ま
さ
か
の
く
に(

岡
山
県)

に
飛と

び
地ち

と

し
て
あ
り
、
藩
政
は
代
官
所
が
置
か
れ
、
代
官

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。

延
享

え
ん
き
ょ
う

元(

１
７
４
４)

年
、
28
歳
で
代
官
と
な

っ
た
五
十
嵐
十
九
郎
忠
俶
は
、
延
享
３(

１
７
４

６)

年
９
月
、
台
風
の
大
被
害
を
受
け
た
美
作
を

訪
れ
、
そ
の
被
害
状
況
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。

当
時
、
原
村
と
称
し
た
豊と

よ

国く
に

原は
ら

地ち

区く

で
は
農
作

物
が
全
滅
で
収
穫
の
見
込
み
が
無
く
、
領
民
は

困
窮
状
態
で
救

済
を
訴
え
、
年

貢
の
軽
減
を
求

め
代
官
所
に

強
訴
ご
う
そ

す
る
人
も

多
勢
あ
っ
た
。

十
九
郎
は
こ
の

現
状
を
救
う
べ

く
奔ほ

ん

走そ
う

し
、
実

情
を
書
状
に
し

て
沼
田
藩
へ
報

告
し
た
。
ま
た
、

延
享
４(

１
７

４
７)

年
に
は
、

村
々
を
廻
り
荒

れ
地
を
調
べ
た

り
、
土
地
面
積

の
改
正
を
行
っ

た
。
年ね
ん

貢ぐ

の
減げ

ん

免め
ん

、
未
納
分
の

年ね
ん

賦ぷ

、
そ
し
て
、
藩
金
５
百
両
の
５
年
年
賦
で

の
貸
し
付
け
な
ど
が
約
束
さ
れ
、
領
民
た
ち
は

救
わ
れ
た
。
豊
国
原
で
は
農
民
の
困
苦
を
懇
願

し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
城
を
下
が
り
切
腹
、

血
書
を
以
っ
て
再
度
嘆
願
し
、
願
い
を
十
九
郎
が

果
た
し
た
と
伝
わ
り
、
そ
の
温
情

お
ん
じ
ょ
う

を
子し

々し

孫そ
ん

々そ
ん

に
語
り
継
ぐ
た
め
、
十
九
郎
が
農
民
を
検け

見み

し
た

と
い
う
山
に
一
社
を
建
て「
五
十
嵐

い
が
ら
し

神
社

じ
ん
じ
ゃ

」と
し
、

神
と
し
て
祭
り
、
そ
の
遺い

徳と
く

を
顕
彰

け
ん
し
ょ
う

し
て
い
る
。

昭
和
39(

１
９
６
４)

年
、
神
社
前
に
頌
徳
碑

し
ょ
う
と
く
ひ

が

建
て
ら
れ
た
。
平
等
寺
に
は
、
宝
暦

ほ
う
れ
き

６(

１
７
５

６)

年
12
月
２
日
没
、
法
名「
自
観
院
釈
察
道

じ
か
ん
い
ん
し
ゃ
く
さ
つ
ど
う

」の

十
九
郎
忠
俶
の
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

沼田市文化財調査委員
金井 竹徳

温
情
の
代
官

五
十
嵐

い
が
ら
し

十
九
郎

じ
ゅ
う
く
ろ
う

忠た
だ

俶よ
し

の
墓

(

西
原
新
町
・
平
等
寺)

歴史
ぬ ま た

探 訪 48

五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社五十嵐神社

五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓五十嵐十九郎忠俶の墓

市 民 献 血

にこにこ健康相談

禁 煙 相 談

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

月～金曜日
（祝日を除く）




